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KOU  SEI

基　本　方　針

基　本　理　念

・地域住民の健康増進
・患者中心の納得診療
・地域に開かれた病院
・へき地医療の充実
・２４時間救急体制
・健全経営

地域中核病院として質の高い包括的医療を提供することにより、住民の皆様に信頼される病院を目指します。

患者さんの権利

・�患者さんは皆平等に安全で最善の医療を受ける権利があります。
・患者さんは医療機関を自由に選べる権利があります。
・患者さんは受ける医療を自ら決定する権利があります。
・患者さんは自らに関する情報を知る権利があります。
・患者さんはプライバシーが護られ個人の尊厳が保たれる権利があります。

看　護　理　念

私たちは看護師としての責任を自覚し、患者さん中心の看護を提供します。
１．患者さんの安全・安楽に努め、優しさと思いやりのある看護を提供します。
２．患者さんとご家族の権利を尊重した看護を提供します。
３．看護の質の向上を目指し、自己研鑽に努めます。

南天

広報

1月

球磨郡公立多良木病院企業団
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皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
つ
つ
が
な
く
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
病
院
に
と
っ
て
激
動
の
年

で
し
た
。
救
急
体
制
の
制
限
や
病
床

の
一
部
休
床
な
ど
様
々
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う

病
床
の
再
編
、
機
能
評
価
受
審
、
組

織
改
編
、
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進

法
へ
の
対
応
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
に

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
も
引
き
続
き
将
来
を
見
据
え

な
が
ら
、直
面
す
る
問
題
に
向
き
合
っ

て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
年
の
基
本
運
営
方
針
は
『
地
域

住
民
か
ら
・
連
携
機
関
か
ら
・
そ
し

て
職
場
と
し
て
選
ば
れ
る
病
院
づ
く

り
、
経
営
基
盤
の
安
定
化
』
と
し
、

仕
事
始
め
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
行

動
計
画
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

医
師
の
地
域
偏
在
に
よ
る
医
師
不

足
は
、
日
本
中
の
郡
部
の
病
院
に
共

通
の
悩
み
で
す
。
ま
た
人
口
減
少
に

よ
り
個
々
の
病
院
が
そ
れ
ぞ
れ
で
機

能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
非
効
率

的
と
な
り
、
機
能
の
集
約
化
、
分
業

と
連
携
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。
二
次
医
療
圏
の
見

直
し
も
議
論
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
た
だ
人
吉
球
磨
医
療
圏
は

広
く
、
熊
本
県
の
み
で
は
な
く
、
宮

崎
・
鹿
児
島
と
の
県
境
を
越
え
て
の

患
者
さ
ん
の
受
診
も
あ
り
ま
す
。
当

院
の
抱
え
る
一
次
医
療
圏
だ
け
で
も

広
い
面
積
を
有
し
て
お
り
、
急
性
期

医
療
の
機
能
は
維
持
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

今
後
求
め
ら
れ
る
の
は
、
多
岐
に

わ
た
る
疾
患
を
広
く
そ
し
て
深
く

診
る
事
が
出
来
る
総
合
診
療
医
で
す
。

　　

今
年
は
、
総
合
診
療
科
を
新
設
し

ま
す
。
予
防
か
ら
急
性
期
・
回
復
期
・

在
宅
医
療
ま
で
を
継
続
し
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
強
み
を
生
か
し
て
、
総

合
診
療
専
門
医
の
研
修
施
設
と
し
て

の
体
制
作
り
を
行
い
ま
す
。
地
域
医

療
の
や
り
が
い
を
多
く
の
先
生
方
に

経
験
し
て
も
ら
い
、
で
き
れ
ば
職
場

と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
病

院
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
病
床
再
編
を
挙
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
は
急
性
期
・

亜
急
性
期
・
回
復
期
の
機
能
を
併
せ

持
つ
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
活
用
が

重
要
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
今
年
は

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
増
床
を
行
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、患
者
さ
ん
の
満
足
度

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
質
の
高
い
医
療
の
提
供
は

当
然
の
こ
と
で
す
。そ
れ
に
加
え
て
、

安
心
感
・
満
足
感
を
覚
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
心
配
り
を
意
識
し
て
診

療
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
満
足
度
も
向
上
す

る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
、
病
院
の
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
よ
う
な
P
R
活

動
、
支
出
削
減
へ
の
取
り
組
み
な
ど

六
つ
の
課
題
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
部
署
ご
と
に

行
動
計
画
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
目

標
値
を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら

い
ま
す
。

　

公
立
多
良
木
病
院
は
今
逆
境
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
生
ま
れ
変
わ
れ
る

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
前
向
き
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団  

企
業
長 

大
島 

茂
樹
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
一
年
が
良

い
年
と
な
り
ま
す
様
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
の
公
立
病
院
は
様
々
な

課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
維

持
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
公
立
多
良

木
病
院
も
昨
年
四
月
よ
り
赴
任
頂
い
た

大
島
院
長
の
下
で
、職
員
全
て
が
、「
職

場
は
明
る
く
職
務
は
誠
実
に
！
」
を
掲

げ
、
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
来
院
さ
れ
る

全
て
の
皆
様
が
、
安
心
し
て
気
持
ち
よ

く
治
療
を
受
け
ら
れ
、
信
頼
さ
れ
る
病

院
を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
お
り
、

昨
年
は
、
三
年
ぶ
り
に
ゑ
び
す
祭
り
の

お
神
輿
パ
レ
ー
ド
参
加
も
復
活
し
、
大

島
院
長
自
ら
参
加
し
盛
り
上
げ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
職
員
組
合
に
お

い
て
も
地
域
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち

た
い
と
、
各
町
村
を
回
っ
て
清
掃
や
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

上
球
磨
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
、

期
待
と
信
頼
に
応
え
る
事
が
出
来
る
病

院
を
目
指
し
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
、
今
年
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
、
国
に
お
い
て
は
医
療
や
介
護

分
野
の
社
会
保
障
費
の
膨
張
が
続
き
、

二
〇
一
二
年
度
に
医
療
機
関
に
支
払
わ

れ
た
国
民
医
療
費
は
約
三
九
兆
円
で
、

年
々
過
去
最
高
と
増
え
続
け
て
お
り
ま

す
。
更
な
る
高
齢
化
の
進
展
が
予
測
さ

れ
る
事
か
ら
、
国
は
別
々
に
取
り
組
ん

で
い
る
予
防
、
医
療
・
介
護
・
生
活
支

援
を
、
医
療
と
介
護
を
統
合
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
に
重
点
を
移
す
様
で
す
。

　

現
在
私
は
、
熊
本
県
町
村
会
代
表
と

し
て
医
療
対
策
協
議
会
委
員
と
地
域
医

療
支
援
機
構
評
議
員
を
任
命
さ
れ
、
県

全
体
と
し
て
の
医
療
政
策
を
検
討
す
る

場
に
参
加
し
て
お
り
、
公
立
多
良
木
病

院
の
健
全
運
営
に
加
え
、
球
磨
・
人
吉

の
医
療
・
介
護
連
携
の
在
り
方
等
も
検

討
課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
で
先
ず
は
足
下
で
あ
る

公
立
多
良
木
病
院
の
健
全
な
経
営
を
如

何
に
実
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
最
大
の
課
題

は
医
師
の
不
足
で
す
。
こ
の
一
年
大
島

院
長
は
じ
め
医
師
の
方
々
、
私
達
町
村

長
も
大
学
病
院
や
民
間
病
院
の
医
師
に

対
し
て
、
当
病
院
へ
来
て
頂
け
る
よ
う

に
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
医
師
の
確
保
は
予
想
以
上
に

厳
し
い
も
の
と
実
感
し
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

　

以
前
は
大
学
病
院
を
卒
業
し
た
ら
そ

の
教
授
の
下
で
、
一
定
期
間
治
療
の
研

修
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
が
あ
り
、

大
学
の
医
局
か
ら
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
の

医
師
を
地
方
の
病
院
へ
派
遣
が
可
能
で

し
た
。
し
か
し
、
平
成
十
六
年
の
改
革

に
よ
り
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
は
自
分

の
意
志
で
研
修
先
の
病
院
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
都
市
部
へ
の
希
望
が

増
え
大
学
の
医
局
に
残
る
研
修
生
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

大
学
の
医
局
と
し
て
も
派
遣
し
た
く
て

も
派
遣
で
き
な
い
と
い
う
現
状
か
ら
、

地
方
へ
の
医
師
不
足
が
深
刻
と
な
り
ま

し
た
。
大
学
の
医
学
部
に
地
方
枠
が
設

定
さ
れ
、
こ
の
増
員
さ
れ
た
医
学
生
が

卒
業
し
医
師
と
し
て
病
院
勤
務
が
始
ま

る
の
が
平
成
二
十
九
年
で
、
こ
れ
に
よ

る
医
師
の
配
置
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

が
、
問
題
は
そ
こ
ま
で
の
二
年
間
を
ど

う
対
応
す
る
か
で
す
。

　

現
在
は
、
引
き
続
き
医
師
招
へ
い
に

力
を
入
れ
な
が
ら
、
一
方
で
は
公
立
多

良
木
病
院
に
医
師
が
赴
任
さ
れ
た
時
に

気
持
ち
よ
く
働
い
て
も
ら
え
る
、
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

先
般
、
熊
本
県
の
公
立
病
院
で
組
織

す
る
、
へ
き
地
医
療
自
治
体
病
院
開
設

者
協
議
会
主
催
の
講
演
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
医
師
が

都
会
に
偏
在
す
る
中
で
、
ど
の
様
に
し

て
地
方
の
病
院
に
来
て
頂
け
る
か
。
そ

れ
は
地
域
の
住
民
が
若
い
先
生
達
を
如

何
に
受
け
入
れ
る
事
が
出
来
る
か
ど
う

か
が
勝
負
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
時
間

は
か
か
っ
て
も
医
師
に
継
続
し
て
来
て

頂
け
る
環
境
づ
く
り
を
、
公
立
多
良
木

病
院
を
構
成
す
る
四
町
村
が
一
致
団
結

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
決
意
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

開
設
者
協
議
会
会
長
挨
拶

あ
さ
ぎ
り
町
長
　
愛
甲 

一
典
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病院機能評価認定されました

お知らせ

　病院機能評価更新が無事に出来ました。受審に向けて取り組んでいただきました皆さんにお礼を申し上げ
たいと思います。自分たちが日ごろ行っていることを見直すいい機会になったと思います。
　ただ今回の合格で終了ではないこと、これがスタートであることを認識してください。今回プレゼンテー
ションした内容を維持していくこと、そしてまだ不十分な点を改善していくことが大切であると思っています。

病院機能評価とは 認定病院は、
より良い病院作りを目指して成長し続ける病院です。

３rd G Ver1.0

　当企業団では除草剪定等の委託業務や書籍の販売・日用品の販売等の取引業者について随時
募集しております。
　病院ホームページの「⇒工事関係・入札等」の中の「競争入札（見積）参加資格者申請の更
新と新規募集について」をご参照ください。
　※詳しくは、球磨郡公立多良木病院　企画財務課管財係までお尋ね下さい。
　　　電話  ０９６６ー４２−２５６０
　　　HP    http://www.taragihp.jp/

　感染対策委員会からは院内感
染対策に関する多くの活動を報
告し、サーベイヤーの方から激
励の言葉をいただきました。

感染対策委員会感染管理認定看護師
万江 哲子

　病院や看護部門にとっての
受審の意義は、受審という機
会を通じて現状を把握して課

題を明確にすることから始
まりました。
　全職員が真剣に取り組み
その努力の成果を訪問診査
時に確認され評価していた
だきました。
今後も「患者さんに選ばれる
病院づくり」のサイクルを回
し続けていきましょう。

看護部長
平 恵美  

　色々な出来事が重なって、
機能評価準備が休止していた
にも拘わらず、受審決定から
は短期集中にて職員の能力が
遺憾なく発揮され、一発合格
が得られたことを心から嬉し
く思いました。
準備委員長として皆さんに感謝申し上げます。

副企業長小児科部長
師井 敏裕

　前回、前々回に比べて合格基準のハードルが低く感じました。  
受審の目的は、「合格」ではなく、『質の向上』です。受審前に
慌てるのではなく、計画性を持って準備を進め、『S』または『A』
評価を目指します。　　　　　
　　　　　　　情報システム係
　　　　　　　　　大鳥 彰則

　準備時間が短く必死でした
が、委託業者と一丸となり目標
に向かってやれたことは、私達
の「和の力」となりました。　

栄養管理部
伊勢 美紀

　医療を見つめる第三者の目。それが病院機能評価です。
　病院機能評価は、病院が組織的に医療を提供するための
基本的な活動 ( 機能 ) が、適切に実施されているかどうか
を評価する仕組みです。評価調査者 (サーベイヤー) が中立・
公平な立場にたって、所定の評価項目に沿って病院の活動
状況を評価します。評価の結果明らかになった課題に対し、
病院が改善に取り組むことで、医療の質向上が図られます。 

　病院機能評価の審査の結果、一定の水準を満たしている
と認められた病院が「認定病院」です。すなわち認定病院は、
　地域に根ざし、安心・安全、信頼と納得の得られる医療
サービスを提供すべく、常日頃努力している病院であると言え
ます。すでに全国の病院の約 3 割が認定されています。



4  TARAGI MUNICIPAL  HOSPITAL

大卒程度　1名程度
昭和４４年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者で、
国家試験免許取得者及び取得見込者

大卒程度　1名程度
昭和４４年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者で、
国家試験免許取得者及び取得見込者

短大卒程度　2名程度
昭和４４年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者で、
国家試験免許取得者及び取得見込者

薬 剤 師

保 健 師

理学療法士

１　試験職種及び採用予定

２　受付手続き

採用試験のお知らせ

　　・受付期間
　　 　平成26年12月18日（木）から平成27年１月28日（水）まで【必着】
　　　　（土曜日、日曜日を除く）受付時間は、午前８時30分から午後５時まで。

　　※詳しくは、球磨郡公立多良木病院　総務課までお尋ね下さい。
　　　電　話 ０９６６－４２－２５６０
　　　所在地 〒８６８‐０５９８　球磨郡多良木町大字多良木４２１０番地

私たちは「地域と共に !」をスローガンとし、
地域医療の充実に向けて取り組んで参ります。
どしどしご応募下さい。

　　・試験の日時及び場所
　　　第一次試験　平成27年２月８日（日）　午前８時30分　球磨郡公立多良木病院
　　　第二次試験　平成27年２月下旬の予定　別途一次合格者に通知する。

＊詳しくは、球磨郡公立多良木病院 栄養管理室へお尋ね下さい。
　　TEL ： ０９６６- ４２- ２５６０　（内線８０５）
　　FAX ： ０９６６- ４２- ６７８８
　　E-mail ： info@taragihp.jp

（１）定期受付　平成27年１月19日から平成27年２月６日まで （閉院日を除く）
　　　　　　　＊更新申請の場合も、必ずこの期間に申請して下さい。

（２）随時受付　定期受付以外の期間 （閉院日を除く）
（３）受付時間　9：00から16：00まで
（４）受付場所　球磨郡公立多良木病院　栄養管理室
（５）有効期間　平成27年４月１日から平成28年３月31日まで
　　　　　　　＊随時受付の場合も、有効期限は平成28年３月31日までとなります。

平成 27年度 給食材料取引参加者登録申請について

　平成27年４月１日から平成28年３月31日までの期間、球磨郡公立多良木病院企業団が業務
委託契約する食事サービス提供業者との給食材料取引に関する参加者登録申請を希望される方
は、書類を提出して下さい。
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　平成 26年４月より３階病棟で看護師と
して勤務しています。
　昨年 3月まで国立病院機構熊本医療セ
ンターで 5年間勤務してきました。
　急性期病院で日々忙しい中、短期間で回
復する患者様をみてこれたことが何よりの
やりがいでした。
　多良木町出身で、いつか地元に戻り働き
たいという気持ちをずっと持っていまし
た。
　今は地元の方と球磨弁で会話でき楽しく
勤務しています。
　これからも心身に寄り添った看護が提供
できるよう努力していきたいと思います。

看護師

豊永 智恵

お問い合わせ先
　　　球磨郡公立多良木病院 企画財務課まで
　　　ＴＥＬ ４２－２５６０

各種ボランティア募集中！

TEL0966-42-2560 FAX0966-42-6788  URL http://www.taragihp.jp/  E-mail  info@taragihp.jp
E-mail →

病院の力
POWER OF HOSPITAL

１月１６日（金）　臨時議会
１月２１日（水）　人吉准看護学院実習
　　　　　　　　　オリエンテーション
１月２３日（金）　例月監査
１月２８日（水）　市町村衛生担当者会議
２月　３日（火）　実習生合同カンファレンス
　

楽しかったクリスマス会

　去る 12 月 18 日木曜日に、毎年恒例の「シル
バーエイト クリスマス会」を行いました。
　今年は、ゴンちゃん・チーちゃんペアの司会
により開会し、にしき工芸社の小川様による
ハーモニカ演奏で幕を開けました。
　クリスマスにちなんで「きよしこの夜」に始
まり、昭和歌謡や学校唱歌など数多くのレパー
トリーの中から、選りすぐりの曲を披露してい
ただき、入所の方々も歌詞を口ずさんでおられ
ました。
　アレグレのコーラスも、毎年趣向を変えてこ
られ、今年はキャンドルを手にされての入場か
ら、独唱～コーラスへと、年々実力が上がって
おられるのを実感させられるステージでした。
ただし照明のトラブルがあり（水銀灯の問題）
迷惑をお掛けしてしまいました。
　最後にはスタッフ有志による「天地真理とス
クールメイツ」コーラス「ビリーブ」「妖怪体
操第一」を立て続けに披露。スタッフの子供た
ちをも巻き込んで、大盛り上がりのステージと
なりました。
　あらためて

「 ス タ ッ フ が
楽しめば利用
者も楽しくな
る」を実感し
たステージで
した。
　来年以降も
入所者、スタッ
フとも楽しめ
るクリスマス
会を開催でき
るよう、日々
精進したいと
思います。

実行委員長 落合 智


